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取
を
本
拠
と
す
る
武
士
と
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
伊
北
郷
は

蘆
名
氏
の
支
配
下
に
あ
り
、
松
本
実

輔
は
こ
の
地
を
統
治
す
る
代
官
な
ど

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
の
松
本
伊
豆
守
と

　

簗
取
弥
七
郎

　

簗
取
弥
七
郎
が
元
服
を
し
た
七

年
後
、
伊
達
政
宗
が
天
正
十
七
年

（
一
五
八
九
年
）
六
月
五
日
に
磐
梯

山
麓
の
摺
上
原
の
戦
い
で
蘆
名
義
広

を
破
り
ま
す
。
こ
の
と
き
政
宗
は

二
三
歳
、
義
広
は
一
七
歳
と
伝
え
て

い
ま
す
。
こ
の
戦
い
は
松
本
伊
豆
守

と
簗
取
弥
七
郎
の
運
命
を
大
き
く
変

え
る
の
で
す
。

　

新
潟
県
阿
賀
町
の
旧
三
川
村
に
平

等
寺
薬
師
堂（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
堂
内
に
は
永
禄

十
年（
一
五
六
七
年
）
を
最
古
に
三
二

の
墨
書
に
よ
る
落
書
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
天
正
十
七
年

六
月
二
十
六
日
に
松
本
伊
豆
守
の
家

来
の「
あ
か
い
又
六
」
が
書
い
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
松
本
伊
豆
守
は

元
服
の
年
か
ら
わ
ず
か
七
年
後
の
こ

と
で
あ
り
伊
豆
守
の
官
途
が
一
致
す

る
こ
と
か
ら
弥
七
郎
の
烏
帽
子
親
と

同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
落
書

に
よ
る
と
伊
豆
守
は
政
宗
に
蘆
名
氏

が
敗
れ
た
あ
と
服
属
せ
ず
牢
人
と
な

り
、
会
津
を
逃
れ
国
境
を
越
え
て
越

後
に
入
り
、
こ
の
堂
で
休
息
を
と
っ

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
伊
豆
守
・
あ

か
い
又
六
ら
主
従
一
行
は
越
後
の
上

杉
景
勝
に
仕
え
た
様
子
は
な
く
、
そ

同
時
代
史
料
が
語
る
只
見
の
歴
史
④

　
　

元
服
理
髪
状
―
松
本
伊
豆
守
と
簗
取
弥
七
郎
―

▲伊達政宗知行安堵朱印状（町指定文化財）

の
後
の
消
息
は
不
明
で
す
。

　

政
宗
は
七
月
に
入
る
と
大
沼
郡
の

川
口
・
横
田
、
伊
北
郷
の
布
沢
・
簗

取
な
ど
へ
鉄
砲
隊
を
派
遣
し
攻
撃
を

開
始
し
ま
す
。
八
月
四
日
の
布
沢
の

戦
い
で
は
三
〇
〇
余
人
を
斬
り
捨
て

た
こ
と
が
、
五
日
に
は
横
田
の
城
が

明
け
渡
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
七
月
・
八
月
の
戦
い
で
山

内
氏
は
降
伏
し
な
い
も
の
の
大
勢
は

決
し
た
よ
う
で
、
九
月
以
降
は
散
発

的
な
戦
い
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
な
か
で
簗
取
弥
七
郎
は
政

宗
に
降
伏
し
奉
公
す
る
こ
と
を
決
め

ま
す
。
十
二
月
十
一
日
、
政
宗
は
弥

七
郎
に
中
伊
北
の
信
濃
・
簗
取
、
下

伊
北
の
大
蔵
な
ど
を
与
え
て
い
ま

す
。
ま
た
同
じ
日
に
や
は
り
奉
公
を

決
め
た
簗
取
右う

え衛
門も

ん
の
じ
ょ
う尉
に
も
本
領
の

一
部
の
伊
北
の
二
軒
在
家
を
安
堵
し

て
い
ま
す
。
翌
年
の
三
月
一
日
、
簗

取
左さ

馬ま
の

允じ
ょ
う

は
政
宗
よ
り
布
沢
の
久
川

内
の
替
地
と
し
て
上
伊
北
内
の
八
乙

女
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
簗
取
一

族
は
政
宗
に
服
属
し
た
こ
と
が
み
て

と
れ
ま
す
。

　

平
等
寺
薬
師
堂
の
落
書
を
述
べ
ま

し
た
が
、
実
は
梁
取
の
成
法
寺
観
音

堂
内
に
も
墨
書
に
よ
る
落
書
が
あ
る

の
で
す
。
昨
年
、
只
見
町
教
育
委
員

会
と
福
島
県
立
博
物
館
は
赤
外
線
カ

メ
ラ
を
使
い
調
査
し
ま
し
た
。
調
査

結
果
で
は
只
見
の
歴
史
に
新
た
な
史

料
を
も
た
ら
す
と
思
い
ま
す
。

　

元
服
理
髪
状
と
は

　

元
服
理
髪
状
は
、
元
服
（
男
子
の

成
人
式
）
に
あ
た
っ
て
理
髪
（
前
髪

を
お
ろ
す
）
の
親
を
つ
と
め
た
こ
と

を
示
す
文
書
で
す
。

松
本
実さ
ね

輔す
け

元
服
理
髪
状

元
服　
　
　
　
　
　

簗
取
弥
七
郎
殿

　

吉
日
良
辰

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
実
通

　
　
　
　
　
　
　

松
本
伊
豆
守

　
　
　
　
　
　
　
　

源　

実
輔

　

右
理
髪
之
状
如
件

天
正
十
年
壬
午
卯
月
二
十
三
日

　

天
正
十
年
（
一
五
八
二
年
）
四
月

二
十
三
日
、
蘆
名
盛
隆
の
家
臣
松
本

伊
豆
守
源
実
輔
（
松
本
実
輔
）
が
烏

帽
子
親
（
元
服
親
）
に
な
っ
て
簗
取

弥
七
郎
の
元
服
が
お
こ
な
わ
れ
、
弥

七
郎
は
実
輔
の
「
実
」
の
一
字
を
賜

り
、
藤
原
実
通
と
名
乗
り
ま
し
た
。

元
服
の
烏
帽
子
親
は
主
君
が
な
る
の

が
一
般
的
で
す
。
こ
の
元
服
は
簗
取

弥
七
郎
が
名
字
か
ら
み
て
伊
北
郷
簗


